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（1）研究目的

複合構造研究部会では、初年度鋼構造とコンクリート構造を一つの構造系のなか

で一体として作用させる構造について検討を重ねてきた。この種の複合構造桁に関

しては、世界数ケ国において種々提案され架橋実績もある。そのなかから複合形式

斜張橋をケーススタディとして選び、特に静的構造解析を実施した範囲での複合構

造の有利性について研究成果をとりまとめた。

　そこで今年度は、さらに複合構造形式斜張橋の残された問題点解明のための研究

を進めることにした。

（2）研究テーマ

　構造物の設計に必要な動的性質は固有振動数、固有振動モード、および減衰特性

である。固有振動数は構造物の剛さを表わし、固有振動モードは動的応答の発生状

況、たとえば最大モーメント、最大せん断力、最大たわみ等の分布と関係が深い。

　昭和61年度の研究テーマとして、当複合構造研究部会では複合形式斜張橋に関

する動的構造解析を実施し、その構造特性を調べることとした。

（3）今後の研究活動方針

　昭和60、61年度と2年間にわたる研究成果より複合形式橋梁の実用化に向け

て、次のテーマで研究活動を進める予定である。

1．鋼とコンクリートに関するもの

　　①文献調査

　　②コンピュータ利用によるシュミレーション

　　③実験を伴う解析

2．S　p　e　cに関するもの

　　①コネクターに関する海外文献調査

　　②鋼、コンクリートの示方書の比較検討
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1－2　複合斜張橋の減衰定数について

　　　複合構造物の動的解析においては、減衰特性の異なる部材で構成されてい

　　るため、構造物全体としての減衰定数をどのように考えるか、またそれが応

　　答値にどのような影響を与えるかが、ひとつの重要な検討項目となる。

　　　今回の解析ではまず

　　　　　　鋼部材の減衰定数：　2％

　　　　　　コンクリート部材の減衰定数　＝　5％

　　と定め、これを用いて各モードごとに減衰定数を定義することとした。

　　その方法としては、

　　　　　　運動エネルギー比例減衰

　　　　　　ひずみエネルギー比例減衰

　　のふたつがあるが、その考え方や応答値の差違について検討を加え、最終的

　　には運動エネルギー比例減衰の考え方によって解析を進めた．

　　　これについては、次章でさらに詳しく述べることにする。




